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第 7章
国際関係に関与する州と地方政府

梅川 葉菜

はじめに

アメリカ外交を考える際には、日米を問わず、一般に、連邦政府がそのアクターと

して想定される。そのため、州や地方政府が国際関係に果たす役割については注目さ

れない傾向にある。確かに、合衆国憲法上の連邦政府と州政府の権限関係からは、外

交が連邦政府の専権事項のようにみえるので、国際関係において州や地方政府が果た

す役割は乏しいように思える。

しかしながら、州政府が国際関係において建国以来重要な役割を果たしていること

はしばしば指摘されてきた 1。また近年、国際関係における州や地方政府の重要性に

ついて一層注目を集めるようになっている 2。

実際、2022年 2月 24日に突如として勃発したロシアのウクライナ侵攻を受けて、カ

リフォルニア、コロラド、インディアナ、マサチューセッツ、ミネソタ、ニュージャー

ジー、ニューヨーク、ノースカロライナ、オハイオ、ワシントンなどの州が、ロシア企

業やロシアの国営企業、その関連会社との関係を断つべく様々な措置を講じ、国際社会

によるロシアに対する経済制裁の重要なアクターとして存在感を高めている 3。

例えば、世界で 5番目の経済規模を誇っているカリフォルニア州は、同州と取引す

るすべての企業に対し、連邦政府の経済制裁を遵守するよう求め、契約相手が義務を

履行していない場合、同州はその契約相手との契約を打ち切るとした。さらに加えて、

同州と 500万ドル以上の契約を結んだ業者に対しては、ウクライナにおけるロシア

の行動に対応するための「その他の措置」についても詳述するよう求めている。「そ

の他の措置」とは、ロシア企業への新規投資や金融取引を行わないこと、ロシアやロ
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シア企業への技術移転を行わないこと、ウクライナ政府や国民に直接支援を行うこと

などである 4。ロシアへの経済制裁だけでなく、ウクライナへの支援についても同様に、

カリフォルニア、オハイオ、ユタ、ウェストバージニアなどの州が、医療品や防弾チョッ

キなどの物資の提供をおこなっている 5。

他にも、州や地方政府は、外国と協定を結び、非民主的な外国政府に制裁を課し、

外国に代表団を派遣し、海外に非公式な外交事務所を設置し、姉妹都市関係を築き、

温室効果ガスの排出を制限し、サイバーセキュリティを強化し、非核地帯を設定し、

不法移民の保護もしくは排除を宣言している。

本論では、外交権限に乏しいように思われる州や地方政府が国際関係に関与してい

る背景を概観することで、州や地方政府が国際関係に果たしうる役割を考える視座を

提供したい。

1．連邦政府と州政府の外交権限

（1）広範な権限が付与されている連邦政府
合衆国憲法は、アメリカの外交政策を担う主たる権限を連邦政府に与えている。第

1条 8節では、関税や輸入税の賦課徴収、諸外国との通商規制、帰化、戦争布告、陸・

海軍の創設と維持、必要かつ適切なすべての法律の制定などの権限が連邦議会に付与

されている。第 2条 2節では、陸・海軍などの最高司令官、連邦上院議会の助言と

承認のもとでの条約締結、大使などの外交使節や領事の指名と連邦上院議会の助言と

承認のもとでの任命、などの権限が大統領に付与されている。また第 3条 3節では、

大使その他の外交使節の接受の権限が大統領に認められている。

さらに、判例の積み重ねによって外交に関わる連邦政府の権限は広く理解されてき

た。「重要で、複雑で、繊細で、多様な問題を抱えるこの広大な対外領域では、大統領

だけが唯一、合衆国の代表として発言し、また意見を聴取する権限を持っている」6と

され、大統領に広範な権限が認められてきた 7。たとえば、第2条2節の外交使節の指名・

任命および第 2条 3節の他国の外交使節の接受という権限から、大統領には、外

国政府を承認し、他国と一般的に外交を行うという暗黙の権限があるとされている 8。

それから、同節の軍の最高司令官としての権限からは、軍事力を行使する権限が生じ

ているとされる 9。
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（2）様々な制約が課されている州政府
他方で、合衆国憲法は、大別して四つの方法で州に制約を課している。それら

は、禁止条項、専占（preemption）、休眠外国通商条項（dormant foreign commerce 

clause）、休眠外交法理（dormant foreign aff airs doctrine）である。

禁止条項は、第 1条 10節にて示されている。そこでは、州政府が、他国との条約

の締結、同盟もしくは連合の結成、輸入品への関税の賦課などを行うことを禁じてい

る 10。

専占は、第 6条 2節のいわゆる最高法規性に由来し、明示的専占と黙示的専占に

分けられる。同節では、合衆国憲法、連邦法、条約が、矛盾する州法に対して優先さ

れることが定められている。このことから、連邦議会は明示的に専占する旨を文言に

加えた連邦法を制定することができる 11。また、明示せずとも、黙示的に専占するこ

とも認められている。黙示的専占には、連邦法と州法が対立する場合（抵触による専

占）や、州法が連邦法の目的に対して障害をもたらす場合（障害による専占）や、連

邦法が全分野を占有している場合（分野占領による専占）などがある 12。ただし、い

ずれの場合においても、その前提として、連邦法の制定が不可欠である。

休眠外国通商条項は、前述した合衆国憲法第 1条 8節での諸外国との通商を規制

する権限から派生したものである。合衆国憲法が諸外国との通商を規制する権限を連

邦議会に割り当てていることから、州はそれを妨げてはならないとして、連邦議会が

この権限を行使していない場合（すなわち休眠中）であっても、州が外国通商に対し

て差別をしたり、過度の負担を課したりする権限は暗黙のうちに制限されているとさ

れる 13。

休眠外交法理は、合衆国憲法が上述した様々な外交権限を連邦政府に与えているこ

とから、州はそれを妨げてはならないとして、連邦政府が外交権限を行使していない

場合（すなわち休眠中）であっても、連邦政府が担うとされている外交分野に州が介

入してはならないとする法理である 14。

なお、地方政府の権限については、そもそも合衆国憲法に規定はなく、地方政府自

体が州の創造物とされ、州に裁量が委ねられている。

以上からは、外交権限は連邦政府の専権事項とされており、それゆえ、州や地方政

府が国際問題へ関与することは極めて困難なように思える。それでもなお、なぜ州や

地方政府は国際関係に関与しているのだろうか。また、なぜわざわざ関与するのだろ

うか。
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2．州や地方政府が国際関係に関与している背景

（1）合衆国憲法における「外交」の位置付けの不明確さ
第一に、合衆国憲法における「外交」の位置付けの不明確さが指摘できる。一般に

外交と呼ばれているものは憲法上の個別のカテゴリーではないし、そもそも「外交

（foreign aff airs）」という言葉自体、合衆国憲法にない。

さらには、それにもかかわらず、外交については司法府の介入すら難しい。合衆

国最高裁は、連邦裁判所の司法権の行使を限定する要件、いわゆる司法判断適合性

（justiciability）の法理を形成してきた。すなわち、以下の四点である。

①  合衆国最高裁が扱う問題は具体的事件性・争訟性（case or controversy）が

ある問題でなければならない。

②  当事者適格（standing）のある当事者によって提起された事件でなければな

らない。

③  問題を取り上げて解決するに適時な事件でなければならない。何らかの理由

で裁判の時点において当該紛争を取り上げる意義をもたないとされると、裁

判所は判断を留保することになる。そのための法理として、成熟性（ripeness）

とムートネス（mootness、すでに訴訟不適となったこと）という法理がある。

④  政治的問題（political question）であって、他の政治的部門に解決を委ねる

べき問題については、裁判所は判断を控える。15

これらの要件はいずれも、とりわけ外交分野が満たすことが困難だとされる 16。

それもあって、州政府に制約を課している法理の不完全性もしばしば指摘される。

上述した専占、休眠外国通商条項、休眠外交法理については、判例の積み重ねによっ

て構築されてきたものの、しばしば、曖昧であるとか、見解が分かれているとか、十

分に議論されていないといった言及がなされている 17。

（2）世界との結びつきの深まり
第二に、第二次世界大戦後の国際的な経済的相互依存性の高まりや、近年のグロー

バリゼーションが、州や地方政府の国際関係への関与を深めたことも指摘できる 18。

第二次世界大戦後に国際的な経済的相互依存性が高まったことで、州の経済が国際経

済の影響を強く受けるようになり、州政府は諸外国との緊密な経済関係を構築する必
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要に迫られた 19。

さらには、その後のグローバリゼーションにより、経済に限らず、かつては州や地

方レベルの問題とされてきた様々な事柄が国境を越えた問題とみなされるようになっ

た。州や地方政府は、そうした課題が自らの市民に影響を及ぼすとき、ただ傍観して

いるわけにはいかず、住民の利益を守るべく行動することが求められた。その結果、

州や地方政府が関与しているあらゆる領域が国際関係と不可分のものとなった 20。

（3）州政府の政治組織としての機能の強化
第三に、第二次世界大戦後の州政府の政治組織としての機能の強化も州政府が国際

関係に影響を持つようになった要因である。国際経済問題への州の関与を監督すべく、

各州で専門の州執行機関や州議会の委員会が設置されていった。また、州を代表して

他の政府との交渉に当たる外交官としての州知事の役割も強化された。さらには、州

の事実上の外交事務所が諸外国に設置されていった。それから、全米知事協会の下に

常設の国際貿易や国際関係を担う委員会が設置されたように、州間で国際関係に協力

して取り組むための組織も結成されていった 21。

（4）「決められる」州政治
第四に、分極化に起因する連邦レベルでの政治停滞の一方で、州レベルではどちら

かの政党が優位な場合が多いために政策決定が容易な点が指摘できる。1970年以降、

ほとんどの期間において、過半数の州で一政党が優位を築いている 22。

なお、ここでいう一政党が優位な状態とは、一政党の勢力だけで立法可能な状態を

指す。州法案は州議会上下両院を通過した後に州知事の署名によって成立する。もし

州知事が法案の署名を拒否した場合、州議会上下両院の特別多数による再可決によっ

て成立する。なお再可決に必要な票数は州により異なる。そのため、一政党が優位な

状態とは、「州議会上下両院の多数党と州知事の所属政党が一致した統一政府である」

か「州議会上下両院の多数党が州知事の署名拒否を乗り越えるのに十分な議席を確保

している」のいずれかを満たしていることを指す。

また、こうした一政党が優位な州は、1990年代後半から徐々に増加傾向にあり、
2019年からは 40州を超えている 23。とりわけ近年は州内の政党のイデオロギー的同

質性が一層強まったとされるので 24、一政党の勢力だけで立法可能な状態は「決めら

れる政治」であることを強く示唆している。

このような「決められない」連邦政治と「決められる」州政治という状況に加え、現
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代は、州政治家が連邦政治の政策争点や政治状況に強く影響を受けるようになった 25。

したがって、州政治家は、連邦で争点となっているの政策を州レベルで実現する誘因

があるので 26、非民主的な外国政府に制裁を課したり、温室効果ガスの排出を制限し

たり、非核地帯を設定したり、不法移民の保護もしくは排除に積極的に乗り出す。そ

の際、連邦政府の政策方針と異なっている場合や、連邦政府が党派対立により膠着状

態に陥って政策決定がなされていない場合に、メディアや世論の注目を一層集める。

（5）「決められる」地方政治
地方レベルの政治も州政府と同様に「決められる」政治の傾向が強い。ただし、地

方政治は連邦政治や州政治とやや異なる特徴を有しているため、特定の政党が優位か

否か、という観点から「決められる」政治状況にあるかどうかを見極めることは難し

い。一般に、連邦政治や州政治における政治的代表性を説明する際には、党派性、イ

デオロギー、世論が主要な役割を果たすとされるのに対し、地方政治については、持

ち家の有無、人種や民族の区分、地方政治制度の重要性などが強調される場合が多い

からである 27。

既存研究によれば、とりわけ地方議会議員選挙において競争性が乏しく 28、地方政

治においては対立する争点が少なく、地方特有の一致した利害に基づいて政策が行わ

れる 29。そのため、移民問題における「聖域都市」など、しばしば連邦レベルの政治

とは異なる態度を示すこともあり、注目を集める。

おわりに

本論では、州や地方政府は、合衆国憲法の文面以上に、国際関係に関与する余地が

あり、関与する動機もあることを概観した。本論では十分には扱えなかったが、そう

した州や地方政府の関与の重要性や意味は、連邦政府の政治状況に大きく左右される。

すなわち、連邦政府の方針と一致していない場合や、そもそも連邦政府が政策を決定

できていない場合、州や地方政府による国際関係への関与は一層注目に値するものと

なる。もし 2024年大統領選挙で孤立主義的傾向の強い人物が大統領職を得た場合、

州や地方政府による国際関係への関与に一層の関心が集まるかもしれない。なぜなら、

経済規模の大きい州や地方政府は、その経済力ゆえに国際関係に与える影響が大きい

だけでなく、リベラルな傾向が強いからである。
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